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Ⅰ．研究の意義 徘徊とは「狭義では一過性で，目的のない，ほとんど抗拒不能な心迫的遁

走(Fugue)である．」と定義されている(新版精神医学事典，1993)．認知症を原因とする行方

不明者は 9 年連続で増加し，「徘徊」は解決すべき喫緊の課題である（警察庁統計，2022)．

しかし，精神医学的症状の「徘徊」は事故防止の観点から本人の監視に傾きやすい．そこで

本研究では，アルツハイマー型認知症高齢者の「徘徊」と呼ばれる行動を「ひとり歩き」と

いう人間行動の文脈において捉え，本人の抱く目的や行動の意味を明らかにする．ここに

は，これまでの「徘徊」という捉え方とは異なる視点からケアの方法を提案する学術的意義

と，「ひとり歩き」への介入及び探索方法を検討できるという実践的意義がある． 

Ⅱ．研究目的 アルツハイマー型認知症（以下，Alzheimer-type dementia：ATD）高齢者の生

活において捉えられるひとり歩きの意味を明らかにする．本研究におけるひとり歩きとは，

ATD 高齢者が何らかの理由をもちながら単独で歩いている状態を指す． 

Ⅲ．研究方法  

1.研究デザイン：半構造式インタビューと参加観察を用いた質的記述的研究デザイン． 

本研究は「徘徊」として認識されている社会の中で，ATD 高齢者の介護経験者により語

られた「ひとり歩き」という現象の意味を分析する．そこで収集した質的データの主観性を

尊重し，データの文脈を維持した分析が可能なテーマ分析を用いた． 

2.研究対象者：ひとり歩きする ATD 高齢者の介護経験をもつ家族 2 名及び認知症対応型通

所介護(認知症デイサービス;以下，DS)，または認知症対応型共同生活介護(グループホーム;

以下，GH)に勤務する介護職員 6 名． 

3.調査期間：2016年 4月〜2017年 9月． 

4.データ収集方法： 

1)半構造式インタビュー：「ひとり歩き」とする本研究の立場を共有した上で，Algase（1992）

による「徘徊」の基準に該当するアルツハイマー型認知症の診断を受けた者と説明して実

施した．内容は①ひとり歩きの実際の場面と状況，その時の ATD 高齢者の言動，②ATD

高齢者のひとり歩きをする理由とひとり歩きに対する考え，③ひとり歩きに関連した生活

上のエピソードと本人の反応について尋ねた． 

2)ATD高齢者の基礎データ：年齢，性別，施設利用年数，要介護度，ひとり歩きの結果につ

いてインタビューにより収集した．観察可能な場合は Functional Assessment Staging of 

Alzheimer’s Disease (FAST)，コミュニケーション状況を収集した． 

3)ATD高齢者の参加観察：生活状況及び本人の行動と認識を収集し，1）2）に補完した． 

5.分析方法：Braun and Clarke(2006)によるテーマ分析の手法に基づき次の手順で分析した． 

1)逐語録作成：各対象者によって語られた ATD 高齢者ごとに逐語録をまとめた．インタビ

ューデータ及び参加観察データから 5 名の生活背景を含む全体像を構成し，インタビュー

データの意味を理解する目的で使用した． 

2)コード生成：ATD高齢者それぞれのひとり歩きに関連する場面について，文脈を損なわな

いようにインタビューの①～③を示すデータのまとまりを抽出し，コード名をつけた． 

3)テーマ生成：生成した全てのコードを類似性の観点からまとめ，コードに含まれるひとり

歩きの意味が表現されるようテーマをつけた． 

4)テーマの検証と定義：生成したテーマ及びサブテーマと，抽出したコード及びデータ全体

とが適合するか照合し，個々のテーマの妥当性を検討した．また生成したテーマが表す内



容を定義した． 

6.倫理的配慮：本研究は調査対象施設の管理者の承認，及び北海道医療大学看護福祉学倫理

審査委員会の承認を得て実施した(承認番号 16N001001)． 

Ⅳ．研究結果  

1. 対象者の概要： 

家族 2 名，介護職員 6 名の合計 8 名であった．家族は 50 代 1 名(娘)，70 代 1 名(夫)，介護職

員は 20代 2 名，40 代 2 名，50 代 2名であった．インタビュー時間は 34分～78 分，平均 49分で

あった． 

2. ATD高齢者の概要： 

インタビューで語られたATD高齢者は 70代～90代であり男性 2名，女性 3名であった．

要介護度はⅢ～Ⅳ，家族と同居中 1名，GH に入居中 2名，調査時点で GHを退所していた

者 2名であった．ひとり歩きの状況では，頻度が減少した者 2名，変化なし 1名，増加した

者 2名であった．観察した 3名の FAST は Stage4〜5であった． 

3.ひとり歩きの意味を表すテーマ： 

44のコードから 9つの＜サブテーマ＞，3つの【テーマ】が生成された． 

【つながりの発露】は社会や時間とつながり生活している ATD高齢者の現実が現れ出るこ

とを表し，3つのサブテーマから生成された．＜続いている“いつも通り”＞は 4コード［好

きな買い物や趣味は外へ出る理由］，［空腹による食べ物を買うための外出］，［逃げ場である

トイレへの往復の繰り返し］，［いつものように運転して道を間違う］から生成された．これ

は，趣味や好きな活動，身体感覚やこれまでの対処行動を含む，本人の習慣化された行動が

現在も続いており，外出する目的や理由があることを示していた．これに，5コードからな

る＜ライフワーク希求の物語＞，4コードからなる＜過去との往来＞を加えて【つながりの

発露】とした．前者は社会における仕事や役割を担う望みが本人のストーリー性を帯びて日

常生活にみられることを示し，後者は日常会話や作業中に過去に時間が飛躍しながらも今

の時間とひと続きにあることを示していた． 

【確かさへの充足】は身近な周囲の環境の変容を知覚することによる＜いぶかしさへの確

かめ＞，日常生活にある空白時間や居場所などの虚しく乏しい感覚による＜空虚さの埋め

合わせ＞，周囲の人々との葛藤で＜孤軍奮闘＞するという，自己の内外の変容と周囲との関

係のなかで揺らぐ現実の確かさへの対処を表していた． 

【拠りどころ探し】は，常に自己の内部にある＜熱望する“帰る”ところ＞に対して，周囲と

の関係を離れて突き進む＜欲求に向ける専心＞，日常生活に即した＜絶えざる“帰る”試み

＞により，“帰る”と表現された本人の拠りどころを探す姿を表していた． 

Ⅴ．考察  

ATD 高齢者のひとり歩きの意味は，1.自己と社会や時間とがつながりをもつ現実の現れ，

2.確かさが揺らぐ現実へのコーピング，3.“帰る”という表現に込めた拠りどころ探しである

と解釈できた．“帰る”ところは，本人にとってつながりのある，自己の価値を含む時間と空

間の象徴であった．すなわち，ひとり歩きは自己の安定を求める行動であると考えられた．

看護においては，自己が必要とされ安心できることを目標に，ATD 高齢者の生活世界の観

点からのアセスメント，社会とつながり過去と現在とがひと続きにある本人の現実に共に

いること，失われつつある確かさを充たす行動の支持，拠りどころの提供が示唆された． 


